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電動車椅子の情報収集
• １．日本特許DB

– IPDL、PATOLIS、Shareresearch、Pat-List-G
• ２．外国特許DB

– USPTO、MatheoPatent(Espacenet,USPTO)、PatentWeb、
Pat-List-G

• ３．Internet情報と市販品カタログ情報

• 特許情報解析する予備知識は十分か？
単なる検索ヒットリストの一覧では意味が無い

• RTIP製品の作成

世の中の常識・定説の把握



日本特許調査
• PATOLIS(293+87)、IPDL(179), Sharersearch(223)→423件

Pat-List-G(117)→PATOLIS（実77）→合計４８２件

• 集約：特許マップ (Pat-List-JP)
特許番号半角処理、CSV形式(,“”,への置換変換)、
→Pat-List定義に項目合せ→合体化、

• 種別 Ａ：電動車椅子自身階段昇降可能
Ｂ：車椅子用台車で階段昇降可能
Ｃ：ガイドレール型リフト
Ｄ：エスカレータ利用型
Ｅ：エレベータ利用型
Ｆ：車両用車椅子リフト
Ｇ：階段の段差を解消する補助具
Ｈ：風呂・病院などで車椅子の人を移動させる補助具
Ｉ：その他（パレット・部品など）
Ｊ：ノイズ



日本特許の解析

日本特許検索システム 

（あやめ型） 総計 482 件 
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PATOLIS FK 処理＋独自抄録 

ASP サービス（A 社）：要約と請求範囲 

レイテック社の Patent-G/Web： 
無料の JPO,EPO,USPTO,CPO など収集 



Pat-List-JPによる集約と解析

代表図と抄録と分類とメモを見ながら解析



代表図によるスピード判断支援

代表図と抄録と分類とメモを見ながら解析



日本特許調査 • 種別と公開時系列
– A：電動車椅子自身階段昇降可能

– B:車椅子用台車で階段昇降可能

– C:ガイドレール型リフト

– D:エレベータ利用型

482件ﾃﾞｰﾀで解析
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外国特許調査
• 無料系：MatheoPatent(Espace,USPTO)
• 有料系（試用-ﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞｰ協力）： Pat-List-G/Web、 Patent-Web､

Thomson-Derwent Innovations Index,etc
• 集約：特許マップ (Pat-List-EP)

Patent-Dateの仕様合せ、CSV形式で集約、
項目定義の類似項目の有効活用、
総計 ５８５件で解析

• 種別 Ａ：電動車椅子自身階段昇降可能
Ｂ：車椅子用台車で階段昇降可能
Ｃ：ガイドレール型リフト
Ｄ：エスカレータ利用型
Ｅ：エレベータ利用型
Ｆ：車両用車椅子リフト
Ｇ：階段の段差を解消する補助具
Ｈ：風呂・病院などで車椅子の人を移動させる補助具
Ｉ：その他（パレット・部品など）
Ｊ：ノイズ



外国特許デジタル情報の収集
→加工→解析→報告書
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外国特許解析のソース源
外国特許検索システム 

（あやめ型） 総計 585 件 
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Derwent Innovations Index 
Derwent の独自のタイトルと抄録 

THOMSON 傘下の MicroPatent の 
Patent-Web：要約と請求範囲 

レイテック社の Patent-G/Web： 
無料の JPO,EPO,USPTO,CPO など収集 



Pat-List-EPによる集約と解析

代表図と抄録と分類とメモを見ながら解析



種別と時系列推移



世界特許の解析

Aタイプは手動電動→電動のみの増加。
Bタイプの台車型は増加していない。
Cタイプのレール型は1995年以降に増加。



種別とTOP出願人
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種別とTop出願人
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RTIPデータは特許情報だけでない

• 日本特許データ482件の集約には目処が立った。

• 外国特許データ585件の集約も目処が立った。

• 特許情報だけ見ているのは、間違いないか？
→Intenetにより市販品と研究情報を収集、
福祉機器展示2003～2005より情報収集

• インタビュー面談する相手候補の選定
東工大（橋野研 or）、玉川大（柳原研）



Internet情報調査＆特許情報

• Segwayの電動車椅子

• The INDEPENDENCE 
iBOT・000 Mobility System

• US5,971,091（Kamen, Dean L）
http://www.delphion.com/details?&pn=US05971091__

特表2002-538891,538892



Internet情報調査＆特許情報

• 東工大の橋野賢研究室 レール＆クロール型

特開２０００－２８０８９２、特開2001-130458（登録3380893)



Internet情報調査＆特許情報
• 福岡・長崎・佐賀の三県共同開発（レール・クロール型）

特開2002-226157（出願人福岡県、発明者橋野賢)



Internet情報調査＆特許情報

• 玉川大学の柳原直人研究室（伸縮アーム軸・遊星４輪型）

特開2002-264856(出願人科学技術振興機構、発明者柳原直人)

遊星３輪型
（愛知工大、愛知産業技術研究

所）



Internet情報調査＆特許情報
• 東工大の広瀬・米田研究室（４輪爪型）

特公平02-3755（広瀬)、特開2004-244129(米
田)



Internet情報調査＆特許情報
• フィンランドのチャス・ウィール社製「フォー・エックス」という電動

車椅子http://www.chasswhel.com/
• 高性能、半端でない。前後輪段差乗り越え、水平維持、etc
• 北海道の研究グループがクローラ型の研究比較用に購入

類似特許GB2390065,US3652101,EP0249143



Internet情報調査
• INDEPENDENCE 3000
• Ｋamenが絡むIndependence Technology LLCが開発し、米

国食品医薬品局FDAも承認し、上記と関係したJohnson & 
Johnson.Co.が販売開始した、四輪駆動六輪車椅子。

• gyro-balanced systemを搭載

• Segwayのi-BOTと同じ系統で開発された



Internet情報調査＆特許情報

• 長崎市は坂道が多い

• 長崎斜面研究会 （長崎
大工学部、杉山、石松）

• クローラ型

(財)長崎県産業技術振興財

団、長崎大学、協和機電工
業(株)、㈱ベックらの共同開

発。
特開2000-35038,318950、
特開2002-308159、



Internet情報調査
• 世界福祉機器展2000.9.13.で

注目された２種



Internet情報調査

• ＪＲ姫路駅におけるステッピングカー
（チェアメイト）転倒事故

• 2003年10月26日(日)午前11時40分頃
にＪＲ姫路駅新幹線ホームにて、ス
テッピングカー（キャタピラ式階段昇降
機、別名チェアメイト）で発生

• ジョンソン・エンド・ジョンソン㈱ は
HPでの販売掲載を中止

• JRなどの鉄道施設の階段で一時使わ
れたキャタピラー型で車椅子と搭乗者キャタピラー型で車椅子と搭乗者
を運ぶもの。を運ぶもの。

• 東京地区では危険と判断され条例で
禁止されたものがJR西日本ではその
認識がなく、問題となった。



Internet情報調査

• 北海道で開発

• 雪道などの凸凹

• 下側にクローラ



Internet情報調査＆特許情報
• 市販Serina 
• 段差乗り越え型

• 日本ロジックマシン（富山）

実登03077814（出願人森川淳夫)



第３２回国際福祉機器展H.C.R.2005
６輪電動車いす



第３２回国際福祉機器展H.C.R.2005
４輪駆動電動車いす



第３２回国際福祉機器展H.C.R.2005

クローラ型（サンワ、アルジャパン、ら）



階段昇降可能な電動車椅子
• 駅・市庁舎・公的建物では安全性を最重視して

レール・クロール型が主流か、特許も多い。

• 階段とか坂道が至る所にある地区では
無限軌道クローラ型が主流か、但し、介助型。
（レール敷設には限度があるケース）

• 安全で、かつ行動的で安くできる型式は
水平制御（ジャイロ型）で、かつ、コンパクト
→遊星４輪駆動 or ６輪４輪駆動
or Segway

• Segwayは直立型イメージが強く、転倒不安ゼロ？

• いずれにしてもPC制御の精巧メカ型になる

• 単なるメカ型は衰退した爬虫類と同じ運命か？



特許情報の解析も潮流と合致

• 高齢化社会の福祉科学の研究テーマ

• 過去のメカ型電動車椅子の解析だけでは
実用的な意味は何もない。

• 公的機関＆大学での共研開発が盛況。
特許件数は少ない。メーカーの出願件数
が多い。

• 特許庁の福祉機器の特許マップも注目。

• 解析すべき方向は一応把握できたと推定
（学術文献の収集と解析は未解決）



アイデア出願？：横転防止と工夫

• ラグビーボール型のサイド・エアーバッグ装填

• 超高分子量PEソリを伸縮サイドアームで固定

• 移動スライドする間欠グリップ型保持具

• 超高分子量PEソリを伸縮アームで腹に固定

• 横転防止とスライド浮力でクローラ廃止し、
スタッドレス・タイヤの４輪駆動６輪にする。

• フレームをつけ、天蓋に回転モーメント発生させる円
盤（約２ｋｇ）をつける。（地球ゴマの原理）

• 昇降時はチルト・リクラインとし、前後を小型カメラで
撮影し、小型PC画面に映す。


